
Windows 10（64bit）のExcel 365で開発し、2010以降 で作動します。
（64bit版Excel2010でも使用可能です。）
※マウスでの各項目移動は対処したつもりですが、各項目の確定は[Enter]、[Tab]で行ってください。

※マクロを使用しています。マクロを有効にしてお使いください。

※プリンタにより余白の調整が必要な場合は印刷設定をプレビュー印刷にして、調整してください。

※サンプルデータで試してからお使いください。実行BOOK本体（農業収支V20Rxxxx.xlsｍ）は未入力状態です。
----------------------------------------------------------------------------

・家計簿のように収入・支出を入力すれば、白色申告の収支内訳書を作成できます。
※複式簿記のようにはチェック機能がはたらきませんので、必ずデータのチェックを行ってください。

・水田、普通畑、果樹、施設の部門ごとに登録作物別に集計を行います。

※畜産は対応しません。（自家用の養鶏等は「その他部門」で処理してください。）

・減価償却はH10建物耐用年数改定、H19年改定、H20耐用年数改定に対応しております。

・減価償却の端数処理は国税庁 確定申告書等作成コーナーと同じ切上げとしました。

・この変更により過去データとの不都合が出る場合は、切捨てVer.をお使いください。

　システム設定で減価償却を別システムで出力用に、総額入力をもうけましたのでご利用ください。

　（マクロなしの期首残高からの減価償却を添付しております。）

・入力操作はフォームで行い、[ 登 録 ]ボタンを押すまでデータは登録されません。
各フォームは[Ecs]キーでキャンセルされ、閉じます。
（［ 登 録 ］ボタン以外でフォームを閉じたときは編集データは破棄されます。）

・印刷は各シートの［印刷］ボタンで実行してください。（メニューバーの印刷アイコンは作動しません。）

・計算式保護のため、シートは保護を施しております。

最新版は http://sites.google.com/site/drzsatoh/ でご確認願います
不都合がありましたら、下記連絡先まで連絡お願いいたします。

310164@gmail.com 2012/2 佐藤　博

【 農業収支V20Rxx説明書 】

【 重 要 】

税務署に確定申告書を提出する場合は、税務署発行の収支内訳書に転記するか、

国税庁ホームページの確定申告書作成コーナーで作成してください。
（減価償却表はこの出力を添付してもかまいません。）

※税務署提出の書類は内容が網羅されていれば書式は任意とのことですが、OCRで読み取っている現状
からは任意の書式はきらわれます。
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（１）基本情報とメニュー

以下の内容が収支内訳書に転記されます。
・住所、電話番号、氏名、性別、生年月日… 年齢は自動計算
・経営状況に作物名と規模
・専従者情報

※このシートは直接編集シートです。

【氏名設定フォーム】　氏名欄クリックで開く

【入力帳票選択フォーム】

生年月日 ：Excel日付形式（1952/1/1、S27/1/1)
続  柄 ：ドロップダウンリストから選択

【設定メニューフォーム】
データ消去、終了etc.はこのフォームから行います。

① 表示・印刷、主部門、科目・摘要の編集
② 基本情報、収支データデータを消去します。
（減価償却データは消去しません。）

③ 基本情報で登録した氏名で保存 
「R1○○△△_農業収支V20Rxxxx.XLSM」として保存します。

④ 終了（メッセージに従い適宜保存してください。）
（他のBookが開いていないときはExcel終了を確認）

（フリガナは氏名から自動的に取得 しますが、
必ずしも正しいとはかぎりません。
編集してください。）

・基本情報のクリア
・旧Ver.からのデータ移行

などで氏名情報が失われたときにも
開きます。

①

④

②

③
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（２）システム設定
※このシートは直接編集シートです。

① 会計年度
クリックで開く入力フォームで設定します。
和暦で入力（「０」で当年）
[Enter]で登録、［Esc]でキャンセル

② 主部門を設定します。仕訳入力時の規定部門となります。
③ 表示・印刷の設定および仕訳フォームの前行複写キーの設定です。

初期値は行列番号、シート見出し非表示、プレビュー後の印刷
仕訳フォームの前行複写キーは［Alt］

④ このシートの内容を登録して、基本情報シートへ戻ります。
※会計年度が変更された時は Rxx○○_農業収支V20Rxxxx.xlsmでバックアップを行います。

（Rxx：変更前の会計年度、○○：氏名）
　その後、取引データ消去の問い合わせがあります。

⑤ 耐用年数設定の編集（次ページ）
⑥ 販売の摘要です。白色の８セルが編集・登録できます。
⑦ 支出科目です。重複と使用中の科目の変更を避けるため

右のフォームが開きます。
・使用中の科目は残高を表示し、編集を禁止
・設定ボタンで登録されます。
・重複科目は拒否します。

⑧ 支出の摘要です。白色の８セルが編集・登録できます。
⑨ 動力燃料費の摘要と既定経費率（経費率のみ変更できます。）

ここで設定した経費率が既定値として仕訳フォームの経費率TextBoxに入ります。
※設定を変更しても既入力仕訳の経費率は自動更新されません。仕訳入力で修正してください。

⑩ 自家消費の単価。計算には使用しません。自分のメモとしてお使いください。

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨

⑩

減価償却費を総額入
力
のときは「合計入力」
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（２-２）耐用年数設定の編集
※このシートは直接編集シートです。

H10建物耐用年数対応のため、建物の耐用年数欄がH10/3までの耐用年数とH10/4からの耐用年数に変えました。

他の種別はH20改定前と後の耐用年数です。

［登録］ボタンでシステムに登録され、既入力済の減価償却資産を再設定を行います。

※途中の空白資産名は区切り、耐用年数は「０」を設定してください。（空白資産名は選択されません）
※入力フォームで資産名がこのリストと完全一致しない場合は耐用年数は自由設定となります。

（中古等を入力するときは、登録以外の資産名とすれば、独自耐用年数を入力できます。
例　トラクタ、中古トラクター、トラクター中古、とらくたー、トラクター△　など、登録名と完全一致しないもの　…△はスペース）

※機械装置は春～秋作業の順に配置してあります。
※果樹の耐用年数が、「平成21年分収支内訳書（農業所得用）の書き方」で変更になっていたので、

改定欄を修正しました。
※「普通コンバイン」は汎用型コンバインで、通常使用されているものは「コンバイン」で登録してあります。

H10/3までの
耐用年数

H10/4からの
耐用年数
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（３）［帳票移動メニュー］と各帳票

各帳票へ移動します。
① 基本情報シート…P2
② 収支入力シート…P5
③ 集計表シート   …P7
④ 収支内訳（表）シート…P8
⑤ 収支内訳（裏）シート…P9
⑥ 減価償却シート…P10

自シートは淡色となり、選択できません。

(３-１) 収支入力
※このシートは直接セルの編集はできません。
※フォーム入力では[ 登 録 ]ボタンを押すまでデータは登録されません。

（［ 登 録 ］ボタン以外でフォームを閉じたときは編集データは破棄されます。）

仕訳データを
①日付順
②入力順
③部門順
④科目順の昇順で並び替えます。

オートフィルターが使用できます。（Excel2000を除く）

簡易電卓： 金額欄で計算記号（[+][-][*][/]）を押すと簡易整数電卓フォームが開きます
※フルキー：＋は[；]、＊は[：] （シフト無しの＋，＊）

計算結果は整数となります。
端数処理を適宜変更してください。規定値は切り捨て

① ④

②

③

⑤

⑥

日付～摘要のセルで
右クリック→入力フォーム
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(３-１-２） 収支入力フォーム
※起動時は支出、

［+]または［；]で収支を切り替え。（中止は［Esc] ）

支出のときは経費率
動力燃料費はシステム設定の経費率
それ以外は（100が規定値として表示
（値を削除すると、100%を摘要）

①部門　　　 ： 既定値の「田」が選択されています。仕訳内容により適宜変更してください。
※基本情報設定で作物名が未登録の部門は選択できません
※その他部門は自家用畜産等に使用。

②取引月日 ： 取引の月と日を入力。　
決算（まとめ）入力のときは月に「１３」または「＊」を入力。表示は**月**日になります。
月入力時、［PageUp]で前、［PageDown]で前、［Home]で先頭、[End]で末尾データへ移動。
（この場合、編集データは登録されず、破棄されます。）

③作物名　 ： リストから選択してください。（基本情報で設定した作物名が表示されます。）

④科目　　  ： 起動時は支出タブの科目入力になります。リストから選択してください。
収支を切り替えるには[＋]または[；]を押してください。
前行取引と同じ科目の時には[Alt] で複写できます。（設定により[Ctrl]に変えられます。）

⑤摘要　　　： リストから選択、または直接入力。(自動で日本語入力モード）
※雑収入、動力燃料費は以下のリストで細目集計する。

雑収入摘要リスト：米追加精算、補助･助成金
動力燃料費リスト：ガソリン、軽油、混合油、灯油、電気料、ガス料、水道料

⑥金額　　　： 金額を入力
計算記号（[+][-][*][/]）で簡易整数電卓が使用できます。

※フルキー：＋は[；]、＊は[：] （シフト無しの＋，＊）

(a) 左側に金額欄の数値、真中に計算記号が入る
(b) 右側の入力待ちとなる
(c) 右側に数値を入力。
(d) 計算記号を入力：計算結果が右側に入り(a)にもどり、計算継続。
(e) [Enter]を入力：金額欄に計算結果を送り、簡易電卓を閉じる。

※元の金額が「０」又は未入力時は簡易電卓は起動しません。

⑦経費率　 ： 支出の時は経費率を％で入力。（空白時は100％。　収支シートに100％の時は表示しません。）

⑧メモ　　　 ： メモを入力。（自動で日本語モード）

⑨[ 登録・次へ ]ボタン ：このボタンで登録しない場合、編集データは破棄されます。
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（３－２) 集計
※このシートは表示のみで、セルの編集はできません。
収支入力結果を集計します。

①月別、科目別集計
②作物別販売、家事消費集計、雑収入細目集計
③作物別の動力光熱費細目集計

作物別
販売、家事消費集計 雑収入集計 作物別 動力光熱費細目集計
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（３－３） 収支内訳書（表）
※このシートは直接編集シートです。
入力した収支入力データが収支内訳書に自動集計転記されます。
「雇人費の内訳」と「小作料・賃借料の内訳」を入力してください

※収支入力データと内訳が不付き合いの場合、エラーメッセージを表示します。

雇人の内訳（氏名住所は結合セルです。
改行は[Alt]＋[Enter]で行ってください） 農園名（任意）

小作料・賃借料を払った場合はその内訳
この金額で専従者控除単価が決定する

専従者控除の明細および合計 小作・賃貸料明細

※収入・経費欄は仕訳データからの集計です。以下の場合はエラー表示します。
・雇人費の内訳合計＜＞経費欄の雇人費
・小作料・賃借料の内訳合計＜＞経費欄の小作料・賃借料

エラーメッセージに従い内訳または仕訳データを修正してください。
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（３－４） 収支内訳書（裏）
※このシートは直接編集シートです。
入力した収支入力データが収支内訳書に自動集計転記されます。
農産物の棚卸高、果樹・牛馬等の育成費および本年中の特殊事情を入力してください。
（3-5）の減価償却計算が終了すれば、減価償却費も転記されます。（印刷のみで画面表示は行わない）

入力セルをクリア
農産物の棚卸高がある場合はここ

果樹・牛馬等の育成費はここに入力
結合セルです。改行は[Alt]＋[Enter]で行ってください

このシートでは減価償却表は表示しないが、総額を表示
その他部門はここに集計表示

※減価償却資産が７件までは印刷しますが、８件以上は「別紙のとおり」となります。
減価償却シート減価償却表を印刷してください。

※システム設定で減価償却費の「合計入力」を選択したときは［償却費計］をクリックしフォームより合計を入力。
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（３－５）減価償却費
※このシートは直接セルの編集はできません。

（a) 画面・フォーム … 入力・編集はフォームのみで、セルの直接編集はできません。

※除却があるときは、除却資産の未償却残高（期末残高）欄に処分損益が表示され、合計欄には
　これを含めた額を表示しますが、印刷時には除却資産の未償却残高は「０」として集計印字します。

除却月（1月）までの
償却費を経費算入

処分損益で仕訳

本年度経費算入額計

入力フォーム
（資産名セルの右クリックで開く）
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（３－５-1）入力操作

①償却種別
通常償却 既定値
１/３一括償却 ２０万未満の３年均等償却。

途中で変更できないのですが、過去データ入力のため過去３年は設定可
除却・売却 除却・売却月を入力（一括償却は除却できません）

その月までは当年償却費を計算、未償却残高を別途仕訳してください。
（未償却残高セルはピンク色に変わります。）

②取得年月
・年号 ： Ｒ、ＨまたはＳ

年号入力時、［PageUp]で前、［PageDown]で前、［Home]で先頭、[End]で末尾データへ移動。
・年    ：昭和１年～当年まで 
・月    ： １～１２

③資産名
・資産種類をマウスクリックか、［+][-]で選択。（[Esc]で中止）

※フルキー：＋は[；] （シフト無しの＋）

・リストから資産名を選択または直接入力（自動日本語入力モード）
・リストにある資産は耐用年数を自動設定します。
・［Enter] または[Tab]で確定し、数量へ移動

④数量
・数値のみ可能

⑤取得金額
１０万以上

⑥専用割合
・事業専用割合を％（１～１００）で入力。あらかじめ「１００」が規定値として表示
・住宅・車庫のばあいは空欄となり、入力を促すメッセージを表示

⑦耐用年数
・資産名リストにある資産は耐用年数自動設定
・リスト以外の資産は入力を促すメッセージを表示するので、耐用年数を入力

⑧償却率
・耐用年数から自動取得

⑨備考
・メモ。減価償却表の摘要欄に印字されます。

⑩登録
［登録］ボタンで登録しなければ、編集データは破棄されます。

①

②

③

④ ⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩
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（３－５-2）減価償却メニュー

①［印刷］ 印刷はこのボタンで行う（白黒・税務署様式）

②［資産並び替］
フォームで種類・順序を指定

④［資産台帳］
資産毎に償却資産の取得年からの償却額表を表示します。
資産名をWクリックで資産を指定して表示もできます。
詳細は次ページ

⑥［耐用年数表］ 主な償却資産の耐用年数表と、中古資産の耐用年数計算
中古資産の耐用年数は、簡便法により計算します。
（※計算データは連動しません。メモしてお使いください）

⑦［全データ消去］ 現在の全登録資産を消去します。（これでサンプルデータを消去してからお使いください。）
※基本情報シートの［データ消去］では減価償却データを消去しません！

⑨［終了］ 終了はこのボタン（メッセージに従い適宜保存してください。）

①

②

③

④

⑤

⑥
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（３－５-３） 資産台帳
※このシートは表示のみで、セルの編集はできません。（資産の選択・切り替えはできます。）
「減価償却費」シートでは指定年の償却一覧を表示しますが、
「資産台帳」シートでは各資産ごとに取得年からの償却額を年毎に表示します。

①起動
(a)　「減価償却費」シートの ボタンをクリック …　一番目の資産の償却表を表示
(b)  「減価償却費」シートの資産名をWクリック … その資産名の償却表を表示

現在表示資産の印刷
登録資産をすべて印刷 ドロップダウンリストで資産選択

H19年3月以前の取得なので、ここからは残存５％を５年均等償却 事業割合が100%でないときの
※通常償却終了年から残存５％を５年均等償却開始のH20年までは表示省略 事業主貸勘定の金額

（３－５-４） 除却時

除却月までの償却費 除却損

※除却資産については自動で削除しません。決算終了後削除してください。

台 帳

残存５%で
償却終了
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（３－５-５） H20年度の耐用年数改定の対応
H21年度申告分から、耐用年数が改定になりました。（機械・器具類は一律７年）

※３年均等、５％残追加５年均等償却は耐用年数・償却率とも変更しません。

新旧耐用年数 新旧償却率

ここまで従来耐用年数で計算
以後改定耐用年数で計算

追加償却マーク：「＋」 H19年3月以前の取得なので、ここからは残存５％を５年均等償却

通常最終年
マーク ：「＊」
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